
 

 

 

 
 

女性・若者はこう考える！ 

 

 

 

 

 

平成２４年１２月 

 

中津川市リニアのまちづくりビジョン策定委員会 

女性・若者委員会 

  

「リニア時代に思い描く理想のまち」 

を実現するために 
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女性・若者委員会では、リニアのまちづくりを検討するにあたり女性・若者

の視点から検討を行うため、最初に未来の若者・子ども達を想像して、「こうなっ

ていればいいな」という理想のまちをテーマとして出し合い、これを実現するため

のアイデアについて、２０名の委員が３つのグループに分かれワークショップ

形式で意見を出し合いました。 

広く女性・若者の意見を集約するため、あらかじめ委員だけでなく周りの方々

にも意見を聞きながら進めたワークショップでは、非常に活発な議論が行われ、

まちづくりに関する沢山のアイデアが出されました。 

更に、沢山のアイデアの中で「特に女性・若者としてのこだわりは何なのか？」

を改めて全体で議論し、第２章にまとめました。 

私たちの行った議論やアイデアが、少しでもこれからのリニアのまちづくり

のお役に立つことを期待すると同時に、これからもリニアのまちづくりにみん

なで一緒になって取り組みながら、このまちを未来の若者・子ども達にとって、

もっともっと住みやすいまちにしていきたいと考えています。 
 

女性・若者委員会 委員一同 

 

 

第１章 女性・若者委員会における議論の経緯 

１．テーマ設定（イメージする理想のまち・ライフスタイル） 

２０年後、３０年後…、大人になる今の子供たち、生まれて来る未来の子供たち

を想像して、「こうなっていればいいな」という理想のまち・ライフスタイルにつ

いて意見を出し合い、これを８つのテーマとして設定しました。 

 

＜テーマ：イメージする理想のまち・ライフスタイル＞ 

    ■雇用創出、産業振興 

①若者が地元で働き、みんなで一緒に暮らせるまち 

②若者が自分にあった働き方を選べるまち 

■住みやすく、活気あるまち 

③みんなが安心して生活できる住みやすいまち 

④沢山の若者・子どもが生活する活気あるまち 

⑤都会と同じような様々なサービス・文化を享受できるまち 

■都市部との交流 

⑥都会に気軽に遊びに行ける便利なまち 

⑦都会の人が訪れ、滞在し、交流できるまち 

■地域資源の活用 

⑧自然・歴史・文化が豊かな誇れるまち 
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２．テーマを実現するためのアイデア抽出（ワークショップ） 

８つのテーマごとに、リニア効果を活かして「理想のまち・ライフスタイルを実

現するためには、何をすればよいか？」について、アイデアを出し合いました。 

出されたアイデアは１０の大区分に整理し、それぞれ体系的に整理しました。 

 ・・・ワークショップまとめ（７ページ以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜実現のための方策・アイデア＞ 

Ａ．地場産業・地元企業の育成 

Ｂ．外部からの企業誘致・施設誘致 

Ｃ．今までにない新たな働き方・勤め方 

Ｄ．地域資源を活かした観光振興 

Ｅ．子育て環境・教育環境の充実、人づくり 

Ｆ．安心して暮らせる福祉・医療の充実 

Ｇ．安心して暮らせる生活環境の整備 

Ｈ．リニアのまちづくりに必要な基盤の整備 

Ｉ．誇れる文化とスポーツ・レジャーの振興 

Ｊ．豊かな自然・景観、住みよい環境の保全 

  

グループごとに分かれたワークショップ 

各グループからの発表 付箋紙を使ってアイデアを整理 
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３．女性・若者委員会としてのこだわりを検討 

ワークショップで出された沢山のアイデアを基に、女性・若者としての視点、こ

だわりについて検討しました。 

 

＜全体討議における主な意見＞  

・地域を創るための人づくり、人づくりにこだわるまちづくり 

・住民自らが住みやすいと感じ、満足できるまちづくり 

・地域の資源を見つめ直し、磨きなおす（地域資源のグレードアップ） 

・地域の特性を活かした景観づくり（ルール化、都市計画ゾーニング） 

・リニアを活かしたマニアックな観光スポット整備 

・地域の人と知恵を結び、きずなを結ぶ（地域連携を進める） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【委員会・作業の経緯】 

開催・実施日 内容 

平成 24年 5月 25 日(金) 
第１回女性･若者委員会 

顔合わせ、正副委員長選出、これからの進め方について 

平成 24年 6月 28 日(木) 

～7 月 18 日(水) 
ワークショップテーマの募集 ［書面］ 

平成 24年 7月 19 日(木) ワークショップテーマの決定・事前送付 ［書面］ 

平成 24年 7月 25 日(水) 
第２回女性･若者委員会（第 1 回ワークショップ） 

テーマ１～４について、グループ討議・発表 

平成 24年 8月 16 日(木) テーマ１～４ グループ討議結果の送付、確認作業 ［書面］ 

平成 24年 9 月 4 日(火) 
第３回女性･若者委員会（第２回ワークショップ） 

テーマ５～８について、グループ討議・発表 

平成 24年 9月 26 日(水) テーマ１～８ グループ討議結果の送付、確認作業 ［書面］ 

平成 24年 10 月 2 日(火) ワークショップまとめ(案)送付、確認作業 ［書面］ 

平成 24年 10 月 9 日(火) 
第４回女性･若者委員会 

ワークショップまとめ、女性･若者のこだわりについて、グループ及び全体討議 

平成 24年 11 月 2 日(金) 

～11 月 15 日(木) 
女性･若者のこだわり、総まとめ(案)確認作業 ［書面］ 

平成 24年 12 月 3 日(月) 
第５回女性･若者委員会 

女性･若者のこだわり、総まとめについて、全体討議 

グループ討議 全体討議 
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第２章 まとめ ＜女性・若者の考えるまちづくりに対するこだわり＞ 

 ワークショップでは、「リニア時代に思い描く理想のまち」実現のための方策

として、まちづくりに関するほとんど全ての分野を網羅する多種多様なアイデ

アが出されましたが、その中でも女性・若者の視点で「女性・若者ならではの

こだわり」が何であるかについてまとめました。 

 

１．若者が地元で働き、地元で暮らすための雇用の創出にこだわる 

 

２．地域を創る人づくり、教育・子育てにこだわる 

 

３．豊かな自然や景観などの中津川らしさにこだわる 

 

４．他にないオリジナルの地域資源にこだわる 

 

※リニアのまちづくりビジョン本編に掲載のため、省略 
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テ ー マ
【イメージする理想のまち・ライフスタイル】

実現のための方策
【大区分】

Ａ．地場産業・地元企業の育成

■雇用・産業振興

① 若者が地元で働き、みんなで一緒に暮らせる
    まち

Ｂ．外部からの企業誘致・施設誘致

② 若者が自分にあった働き方を選べるまち

Ｃ．今までにない新たな働き方・勤め方

■住みやすく、活気あるまち
Ｄ．地域資源を活かした観光振興

③ みんなが安心して生活できる住みやすいまち

④ 沢山の若者・子どもが生活する活気ある
    まち

Ｅ．子育て環境・教育環境の充実、人づくり

⑤ 都会と同じような様々なサービス・文化を
    享受できるまち

Ｆ．安心して暮らせる福祉・医療の充実

■都市部との交流

⑥ 都会に気軽に遊びに行ける便利なまち Ｇ．安心して暮らせる生活環境の整備

⑦ 都会の人が訪れ、滞在し、交流できるまち

Ｈ．リニアのまちづくりに必要な基盤の整備

■地域資源の活用

⑧ 自然・歴史・文化が豊かな誇れるまち Ｉ．誇れる文化とスポーツ・レジャーの振興

Ｊ．豊かな自然・景観、住みよい環境の保全

「リニア時代に思い描く理想のまち」を実現するためのアイデア
【ワークショップまとめ】

　２０年後、３０年後…、大人になる今の子供たち、生まれて来る未来の子どもたちを想像して、「こうなっていればい
いな」という理想のまち・ライフスタイル」を実現するためには何が必要か？
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地場産業の育成 農業、畜産業 特産品の開発（６次産業化） 有名シェフと地元食材のコラボ

Ｂ級グルメの開発

販路の確保

遊休農地の活用

林業 特産品の開発（６次産業化） 東濃ひのきの特産品体験

地元の木材を使った建築

情報発信 イベントの開催 グルメコンテストの開催

地元店舗の紹介、案内 東濃ぐるナビ

地元企業の育成 支援制度 新規事業に対する優遇制度 税等の減免

交付金・補助金等

規制緩和

リニア関連 建設工事に地元業者が参入

リニア関連研究機関、企業との連携

人材育成の支援 職場体験の充実 インターンシップ

教育環境の充実

資格取得等 講座開設

講座、受験等に対する補助等

情報発信

　　　　　　　　　　　青の破線矢印は別の大区分等つながるもの

郷土料理のﾌﾙｺｰｽをﾊﾟｯｹｰｼﾞ化
して販売

　　Ａ．地場産業・地元企業の育成

リニアを使って都市部の企業との
取引を活発にする

（参考）

青色：行政が中心となって取り組むこと

黄色：住民・民間と行政が一緒になって取り組むこと

赤色：住民・民間が中心となって取り組むこと
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　■ どのような企業・施設を誘致するのか？

魅力ある企業・多様な企業 最先端企業

研究･開発型企業

ベンチャー企業

地域の特性を活かせる企業 農林業

多様な機能・施設 本社機能

研究機関

医療機関 Ｆの医療関連施設の誘致へ

大学、専門学校 Ｅの学校誘致へ

リニア車両基地関連 車両基地での雇用確保

車両基地関連企業 車両製造工場

部品工場

　■ 企業・施設の誘致のために何に取り組むか？

優れた人材の確保 人材の育成

高校・大学へとの連携･情報提供

Ｕターン、Ｉターンの推進

人材チャレンジセンターの充実

子育てしながら働ける社会

規制緩和

優遇制度 税等の減免

誘致のための交付金等

インフラ整備 情報インフラの整備

交通インフラの整備 道路網

公共交通

産業インフラの整備 廃棄物処理施設の充実

水源の確保

用地の確保 企業団地の整備 トンネル廃土を活用した宅地開発

トップセールス

都会に出ている人の会をつくる

Ｅの働きながら子育てできる環境の充実へ

企業にとって魅力ある
まち

　　Ｂ．外部からの企業誘致・施設誘致

企業誘致、施設誘致

インターンシップ

地元を離れた人への情報発信

Ｅの教育（学校）環境の充実へ
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　■ どのような働き方・勤め方が考えられるか？

勤務形態 リニアを使った都市部への通勤

通勤に便利な住宅地の供給

リニアを使った都市部からの通勤 医師

大学、高校の講師等

テレワークの普及

情報インフラの整備

　■ そのためには何が必要か？

交通インフラの整備 アクセス道路網の整備

公共交通機関の整備

利用しやすい駐車場の整備 駅との連絡

十分な駐車台数の確保

利用しやすい料金

利用しやすいリニア 停車本数の確保 ＪＲへの働きかけ

利用しやすいダイヤ編成

途中下車しやすい料金設定

　　Ｃ．今までにない新たな働き方・勤め方

インターネット等を使って普段自
宅で勤務し、時々リニアで会社へ

リニアを使って３大都市圏で営業
等を行い、時々リニアで会社へ

市内各地とリニア駅へのアクセス
時間短縮

 
67



田舎暮らし体験 農村文化体験 地歌舞伎体験

イベント体験 地域行事への滞在者の参加

宿泊 外国人のホームステイ

空家を活用した滞在型観光

農業体験 市民農園の貸出し

林業体験 東濃ひのき 大工体験

特産品づくり体験

食の体験 郷土料理づくり体験 栗きんとん、和菓子づくり

五平餅等の郷土料理づくり

醤油、味噌等昔から作っているもの

地元の人と食の体験ツアー

文学体験 藤村記念館、馬籠

自然・環境体験 自然資源の活用 森林浴、山歩き、登山

川魚、鮎等の活用

国土保全、防災 国有林の見学ツアー

水力等、再生可能エネルギー

リニアを活用した観光振興 リニア関連スポットの整備 鉄道マニアの集まるスポット

鉄道写真の撮影スポット

駅、車両基地を活かした観光 駅、車両基地の見学

ＪＲとタイアップした観光振興

イベント 四季折々のイベント おいでん祭りのバージョンアップ

市内の祭りめぐり

リニア停車駅自慢ツアー

ﾂｰﾙ･ﾄﾞ･中津川(自転車ﾚｰｽ)

日本一の○○づくり リニアと同じ大きさの五平餅

観光資源の整理、発掘 歴史・観光資源を整理 地元の歴史の掘り起し Ｉ の文化振興へ

歴史、文化資料の整理

海外からの観光客誘致 外国人観光客へのもてなし 外国人向けガイドマップ

外国人向け案内看板、説明看板

⇒次ページにつづく

田舎ならではの体験型観光
(グリーンツーリズム)

　　Ｄ．地域資源を活かした観光振興

都会の人と地元の人が力とお金
と出し合って整備する

68



もてなし、観光案内 住民による観光案内 語り部の育成 住民が学べる場づくり

観光マイスターの育成 もてなし農民隊

観光客を温かく迎える 豊かな自然を住民が自覚

温泉を活かした手作りのもてなし

観光ＰＲ、情報発信 都市部への観光ＰＲ 観光大使

ゆるキャラ

住民による観光ＰＲ

情報発信 きめ細かい登山情報の発信

○○情報マップの作成、外部へ発信

ミニチュア展示

施設整備、基盤整備 観光施設の整備 観光地のグレードアップ 中山道の街なみ整備

登山道、遊歩道の整備

宿泊施設の整備 農業体験等で長期滞在できる施設

自然を活かした宿泊施設

古民家再生

交流施設の整備 情報館、図書館

観光案内所の整備

周遊案内看板

テーマパーク ＤＡＳＨ村のようなもの

おしゃれな田舎づくり 雰囲気づくり 恵那銀の森のような雰囲気

薪ストーブや水車小屋

プロデュース 都会の人のセンスを取り入れる

デザイナー

100年後の世界遺産をつくる 中山道デザイナーズコンペ

観光地へのアクセス向上 道路網

公共交通、巡回バス、レンタカー

利用しやすいリニア 停車本数の確保

利用しやすいダイヤ編成 中央線とのスムーズな乗り換え ＪＲへの働きかけ

途中下車しやすい料金設定 お得なプラン

都市部との連携 都市部の自治体との連携

都市部の学校との交流

⇒　Ｃ．地域資源を活かした観光振興つづき

69



働きながら子育てできる環境の充実 保育所、幼稚園の充実 施設の充実

定員の確保

送迎バスの運行

託児所の充実

学童保育の充実

ファミリーサポートセンターの充実

子どもや親が集まれる場所の整備 公園やスポーツ施設の整備 親子で安心して遊べる公園

児童館、図書館の整備

教育（学校）環境の充実 学力アップ 教育カリキュラムの充実 リタイヤした先生の活用

体験型の英語教育

自主性を高める教育の実践

リニア関連の学習

学校施設の充実

仕事についてよく知ってもらう 職場体験の充実

事業主の生きた講演

専門家による先生の勉強会

通学路等の安全対策

学校誘致 有名大学・高校の誘致

様々な分野の大学の誘致 専門分野が学べる大学

リニア関連の大学

学園都市を目指す

スーパー児童育成学校

企業等における人材育成 人材育成の支援 資格取得等 講座開設

講座、受験等に対する補助等

地域・家庭での子育て 地元に愛着のある人材の育成 ふるさと教育 Ｉ の文化振興へ

地域とのつながりをつくる Ｇの地域コミュニティの充実へ

家庭環境を良くする ３世代の家づくり

　　Ｅ．子育て環境・教育環境の充実、人づくり
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病院・医療機関の充実 救急医療の充実 高度救命救急センターの設置

高度医療の充実

診療科の充実

産婦人科の確保、充実 施設・環境整備 出生率の向上

出産を扱う常勤医師が多い

人材の確保 医師の確保 名医

看護師の確保

専門医の確保

医療関連施設の誘致 外から人を呼び込める病院を増やす 医療研究機関の誘致

医療系の学校の誘致

高齢者支援の充実 生活支援、介護支援

生きがいづくり Ｇの地域コミュニティの充実へ

地域での助け合い、見守り

老人福祉施設の充実 老人ホーム

高齢者向けマンション

移動の円滑化 公共交通機関の整備 巡回バス

シルバータクシー（割引）

交通拠点としての施設整備 駅周辺バリアフリー化

日常の買い物 移動販売

宅配サービス

地域での助け合い Ｇの地域コミュニティの充実へ

　　Ｆ．安心して暮らせる福祉・医療の充実

１人暮らしのお年寄りを守るよう
なITの充実

71



買い物 商業施設 身近な商店街のの活性化 空き店舗等の活用

リニア駅周辺の整備

ショッピングを楽しむ大型店舗 ファッション店舗の充実

24時間スーパー

飲食店の充実 岐阜県のフード博物館

ファミリーレストラン等

高級料理店

交通弱者への対応 移動販売

宅配サービス

地域での助け合い 地域コミュニティの充実へ

人が集まれる場所 地域交流の拠点 文化施設、スポーツ施設、公園 Ｉ の文化・スポーツの振興へ

若者が集える場所 娯楽施設 映画館、アミューズメント施設

安全、安心 防犯・防災体制等の充実 施設整備 防犯施設の充実

消防設備・団設備の充実

防犯意識の向上

有害鳥獣対策

リニア関連 騒音、振動、電磁波等の対策 JRへの働きかけ

安心して子育てできる環境 Ｅの子育て環境の充実へ

安心して老後の生活が送れる環境 Ｆの福祉・医療の充実へ

交通安全対策 Ｇの道路整備へ

地域コミュニティの充実 自治会活動の活性化 地域イベント、お祭り

地域の見守り、つながり パトロール等の実施

ボランティア活動

地域問題解決コーディネーター

転入者の受け入れ 週末居住者へのルールづくり

治安維持の対策

若者の意見を発表できる場

若者同士が交流できる場 若者、子ども向けｲﾍﾞﾝﾄ、お祭り

　　Ｇ．安心して暮らせる生活環境の整備

若者の意見が反映される地域づ
くり

72



道路整備 リニア駅へのアクセス道路整備 高速道路⇔リニア駅

主要幹線道路⇔リニア駅

観光地⇔リニア駅

周辺地域⇔リニア駅

地域間を結ぶ連絡道路の整備

生活道路の整備 通学路等の整備

交通拠点施設としての機能整備 利用しやすい駐車場の整備 駅との連絡

十分な駐車台数の確保

利用しやすい料金 安価な料金設定

色々な料金体系（時間貸、日貸）

リニア利用割引

電気自動車充電施設

リニア駅と美乃坂本駅との接続 連絡通路（自由通路）

駅周辺のバリアフリー化

駅機能の整備 特産品、産直品販売

リフレッシュ施設 公園、遊歩道、スポーツ施設

地域、地元企業の紹介等 テーマ館 物産館

その他付帯施設 荷物を預かる施設

駅に見学コース

公共交通網の整備 二次交通 路線バス、タクシー

巡回バス

交通弱者対策 タクシー割引制度（高齢者、子ども）

在来線ダイヤの調整

中央線とのスムーズな乗り換え

駅周辺機能の整備 土地区画整理

住宅の確保 住宅用地の確保 住宅地の開発 土地区画整理

トンネル残土を活用した宅地開発

空き家、空き店舗の活用 古民家再生

賃貸住宅の整備

周辺地域からの交通アクセスの向上

待ち時間を楽しめる施設
（「本数が少ない＝待ち時間が長い」こ
とを利用する）

　　Ｈ．リニアのまちづくりに必要な基盤の整備
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文化活動 地元のことを学ぶ授業を増やす

愛郷心を育む教育

地元の歴史文化を学ぶ 歴史・観光マイスターの育成

語り部などの案内人の育成

総合や社会科での学習カリキュラム 学校単位で地域自慢や交流

歴史・文化の掘り起し 地域の歴史・文化資料を整理

情報発信、イベント 歴史めぐり

郷土芸能の発信 地歌舞伎、文楽

情報マップ、ミニチュア展示

歴史・文化に触れる、体験する コンサート、講演会の開催

地域の伝統行事、お祭り おいでん祭のバージョンアップ

市内の祭りめぐり

食文化 栗きんとん、和菓子

五平餅、郷土料理

昔から作っている物(味噌、醤油等)

文学体験（藤村記念館）

○○体験ツアー

歴史・文化をつくる 100年後の世界遺産をつくる 中山道デザイナーズコンペ

環境整備、施設整備 街なみ 中山道、飛騨街道、宿場町等 雰囲気つくり(水車小屋、薪ｽﾄｰﾌﾞ)

文化施設 地元ならではの美術館、博物館

学べる場（情報館、図書館）

文化財の保護

説明看板、案内看板

スポーツ選手の育成 指導者の育成 郷土出身の有名選手

指導、講演の開催

クラブ活動の支援

スーパー児童育成学校

施設の充実 スポーツ施設 ここにしかないもの(例:スケートパーク)

公園施設

親子で安心して遊べる公園

発信する場（美術館、博物館、文
化会館、文化施設）

スポーツ振興

　　Ｉ．誇れる文化とスポーツ・レジャーの振興

駅の近くにリフレッシュできる施設
（ジョギング、公園）

ふるさと教育（今の中津川の良い
ところを残す）

住民が地元の歴史・文化に興味
を持つ

文化振興
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森林環境の保全 治山（防災対策）

山林の維持管理 里山保全

人工林の管理 林業振興

登山道の整備

河川環境の保全 下水道の充実

多自然型川づくり

乱開発の防止

景観の保全、形成 自然景観 恵那山、木曽川、付知峡等

歴史文化景観 中山道

農村集落景観

リニア対策 騒音、振動、電磁波対策 ＪＲへの働きかけ

エコへの取り組み 再生可能エネルギー 小水力発電

地熱発電

自然に親しむ環境づくり カーボンオフセットツアー

田舎暮らし体験エコツアー 国有林の見学ツアー

低炭素化社会への取り組み 公共交通網の充実

電気自動車充電施設

廃棄物処理施設の充実

　　Ｊ．豊かな自然・景観、住みよい環境の保全

都会の人と地元の人が力とお金
と出し合って整備する

ルールづくり
（都市計画、景観計画等）
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